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由布市社会福祉協議会の理念

　私たちは、市民と協働して地域共生社会を目指し、子どもから高齢者までの人々がともに
助け合い、安全で安心して暮らすことができるぬくもりのあるまちづくりを目指します。

経営方針

職員の
行動計画

福祉関係者との連携を密にし、積極的に地域福祉を推進します。
愛と思いやりをもって、質の高いサービスを提供します。
市民の期待に応えられるよう提案型の事業経営を行います。

市民から信頼される福祉の専門家を目指します。
市民の立場に立って行動する職員を目指します。
自らの職務に誇りと責任をもって前向きに取り組みます。
社会情勢の変化に対応できるよう自己研鑽に努めます。
ボランティア精神を養い社会貢献に努めます。

　由布市社会福祉協議会は、2040年（団塊ジュニアが60代後半となる）を見据えつつ、2030年（労働力
人口が大きく落ち込む）に向けて、自治委員、民生委員・児童委員、老人クラブ、社会福祉法人、福祉施
設等の関係者がこれまで築きあげてきたものをさらに発展させ、次世代につなげていくために、次に掲げ
る７項目を重点項目として「地域共生社会の実現」への取組みを推進する。

１．重層的に連携し協働を深める
　　　（柔軟かつ迅速に活動するためのネットワークを構築する）

２．多様な実践を増進する
　　　（ニーズの変化に対応した、多様なサービスの展開を図る・権利擁護）

３．福祉を支える人材の確保・育成・定着を図る
　　　（やりがいをもって働き続けられる場「支える人を支える仕組み」をつくる）

４．福祉サービスの質と効率性の向上を図る
　　　（すべての職員・関係者がともに専門性を高め、効率よく事業を展開できる体制づくりを進める）

５．社会福祉協議会の基盤を強化する
　　　（地域の理解をしっかりと得て、応援される存在となる）

６．行政とのパートナーシップを強める
　　　（福祉組織・関係者は、行政とともに考え、行動する）

７．災害に備える
　　　（災害に強い組織・地域を平常時からつくる）

令和４年度　社会福祉法人由布市社会福祉協議会　事業計画

事業計画

３

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

令和４年度　社会福祉法人由布市社会福祉協議会　重点事項

令和４年度　社会福祉法人由布市社会福祉協議会　収支予算書

令和4年度  事業計画・収支予算

１．社会福祉法を遵守した法人運営
２．行政との連携強化（パートナーシップ）
３．福祉人材の確保に向けた処遇改善
４．コンプライアンスの徹底とガバナンスの強化
５．新型コロナウイルス感染症対策

法人運営体制の強化

１． 「互近助コミュニティ」活動の推進
２．災害ボランティアセンターの常設
３． 「由布市ボランティアセンター」の機能強化
４．地域コミュニティと支え合いネットワークづくり
５．地域福祉を推進する共同募金運動の展開
６．親子ふれあい事業
７．一人暮らしの集い事業
８．ふれあい郵便事業
９．心配ごと相談事業
10．福祉機器（車いす・介護ベッド）貸出事業
11．福祉体験教室・福祉講座に関する事業
12．地域福祉にかかわる団体との連携
13．社協だより、ホームページ・SNSによる様々な
　　 取り組みの紹介と情報発信
14．第4期由布市地域福祉計画・地域福祉活動
　　 計画策定への参画

地域共生社会の実現

１．重層的支援体制整備事業への移行準備事業
２．成年後見利用促進に関する中核機関第一次
　　 相談窓口事業
３．生活困窮者自立相談支援事業
４．日常生活自立支援事業の推進
５．福祉資金貸出
６．由布市新型コロナウイルス感染症生活困窮者
　　 自立支援金事業
７．障がい者相談支援事業

相談支援

１．居宅介護支援事業
２．デイサービス事業
３．配食サービス事業

介護保険サービス事業

１．総合相談支援業務及び権利擁護事業
２．包括的・継続的ケアマネジメント業務
３．介護予防支援事業（ケアマネジメント）
４．認知症初期集中支援推進事業
５．認知症地域支援・ケア向上事業

地域包括支援センター

勘定科目

会費収入 5,362
寄附金収入 4,013
経常経費補助金収入 67,472
受託金収入 133,882
貸付事業収入 253
事業収入 335
負担金収入 6,258
介護保険事業収入 95,995
障害福祉サービス等事業収入 4,000
受取利息配当金収入 38
その他の収入 912

事業活動収入計 318,520
人件費支出 247,986
事業費支出 45,908
事務費支出 15,856
貸付事業支出 250
共同募金配分金事業費 7,457
助成金支出 2,625
負担金支出 0

事業活動支出計 320,082
事業活動資金収支差額 △1,562

【施設整備等による収支】
施設整備等収入計

施設整備等支出計 983

0

施設整備等資金収支差額 △983

【その他の活動による収支】

その他の活動収入計 6,634

902その他の活動支出計

　その他の活動資金収支差額

3,000予備費支出

当期資金収支差額 187

5,732

予算額 勘定科目
（単位：千円）（単位：千円）

予算額
【事業活動による収支】
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地域支援課

新年度がスタート！　新しい体制をご紹介します。

新設

課名が変わりました
地域福祉課

　今年度から新設された由布市社会福祉協議会相談支援課は、地域住民で生活課題を抱える方
や世帯を行政、専門機関、自治委員、民生児童委員、地域住民の方などと協働し、課題解決に向け
て相談支援を行い、「地域共生社会」を推進するため、大きく4つの事業を展開しています。

相談支援課が
できました

お知ら
せ

重層的支援体制整備事業への移行準備
複雑化した支援ニーズを縦割り
の壁を越えた支援機関による役
割分担を行うように進める事業。

生活困窮者自立相談支援事業
生活に困窮する世帯や人を就労支援や家計
改善支援などを通して自立した生活を送る
ことができるよう支援する事業。

障がい児・者自立相談支援事業
障がい児・者本人が望む生活を実現
するために、様々な情報提供や提案な
どを活用しながら、本人のニーズに寄
り添った支援を行う事業。

成年後見利用促進相談窓口
大分市と由布市の広域連携による
中核機関の由布市における一次相
談窓口を担う事業。

介護保険サービス事業課在宅福祉課

１

３
４

２

5

我 が ご と 丸 ご と県全体で取り組みを
始めています 地域共生社会の実現へ

　全国民生委員児童委員協議会（当時）は、昭和52年（1977年）
に、毎年5月12日を「民生委員・児童委員の日」とすることを定
めました。これは、大正6年（1917年）5月12日に岡山県済世顧
問制度設置規程が公布されたことに由来するものです。
　民生委員・児童委員は、人びとの笑顔、安全、安心のために、そ
れぞれの地域において関係機関と連携し、さまざまな取り組み
を推進しています。

「民生委員・児童委員の日」について

5月12日は
民生委員・児童委員の日です
毎年

「互近助コミュニティ」活動について
　由布市社会福祉協議会は、自治区における地域福祉活動の推進として、前年度ご協力いただいた自
治区の社協会費６割相当額を助成しています。
　対象となる地域福祉活動は、子どもや高齢者の見守り、多世代・地域交流のイベントや場所づくり、
地域防災活動・訓練、ごみ出し・清掃などの助け合い活動等になります。
　また、自治区間で連携し、地域福祉活動をお互いに助け合う、支え合うといった交流活動の費用として
の活用も推奨しています。
　今年度の案内はすでに各自治区においてご確認いただいていると思いますが、ご質問等ございました
ら、由布市社会福祉協議会地域支援課へご連絡ください。

　大分県と大分県社協が中心となり、平成30年度から県内18市町村の
行政機関や地域を支える様々な関係機関がタッグを組み、地域の様々
な困りごとや課題に対し、地域で解決したり支え合う仕組みづくりを考
え、地域で実践に生かす人材を養成する「我がごと丸ごと地域共生社会
推進人材養成研修」が行われています。
　由布市では、これまで4年間で行政職員や社協職員を中心に、相談
支援包括化推進員として5名、地域力強化推進員として13名が受講を
修了し、分野を問わず由布市で支え合う仕組みづくりの構築に向けた取
組を実践しています。

ご  きん じょ

福祉のひろば

互近助コミュニティの
イメージ

地域共生社会とは…
制度・分野ごとの「縦割り」や
「支え手」「受け手」という関係を
超えて、地域住民や地域の多
様な主体が（我が事）として参
画し、人と人、人と資源が世代
や分野を超えて丸ごとつなが
ることで、住民一人ひとりの暮
らしと生きがい、地域をともに
創っていく社会
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めました。これは、大正6年（1917年）5月12日に岡山県済世顧
問制度設置規程が公布されたことに由来するものです。
　民生委員・児童委員は、人びとの笑顔、安全、安心のために、そ
れぞれの地域において関係機関と連携し、さまざまな取り組み
を推進しています。

「民生委員・児童委員の日」について

5月12日は
民生委員・児童委員の日です
毎年

「互近助コミュニティ」活動について
　由布市社会福祉協議会は、自治区における地域福祉活動の推進として、前年度ご協力いただいた自
治区の社協会費６割相当額を助成しています。
　対象となる地域福祉活動は、子どもや高齢者の見守り、多世代・地域交流のイベントや場所づくり、
地域防災活動・訓練、ごみ出し・清掃などの助け合い活動等になります。
　また、自治区間で連携し、地域福祉活動をお互いに助け合う、支え合うといった交流活動の費用として
の活用も推奨しています。
　今年度の案内はすでに各自治区においてご確認いただいていると思いますが、ご質問等ございました
ら、由布市社会福祉協議会地域支援課へご連絡ください。

　大分県と大分県社協が中心となり、平成30年度から県内18市町村の
行政機関や地域を支える様々な関係機関がタッグを組み、地域の様々
な困りごとや課題に対し、地域で解決したり支え合う仕組みづくりを考
え、地域で実践に生かす人材を養成する「我がごと丸ごと地域共生社会
推進人材養成研修」が行われています。
　由布市では、これまで4年間で行政職員や社協職員を中心に、相談
支援包括化推進員として5名、地域力強化推進員として13名が受講を
修了し、分野を問わず由布市で支え合う仕組みづくりの構築に向けた取
組を実践しています。

ご  きん じょ

福祉のひろば

互近助コミュニティの
イメージ

地域共生社会とは…
制度・分野ごとの「縦割り」や
「支え手」「受け手」という関係を
超えて、地域住民や地域の多
様な主体が（我が事）として参
画し、人と人、人と資源が世代
や分野を超えて丸ごとつなが
ることで、住民一人ひとりの暮
らしと生きがい、地域をともに
創っていく社会
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　各自の好きな『表装作り』
を、ボランティアの先生が丁
寧にわかりやすく指導してく
ださり、素敵な作品が仕上
がります。
　趣味を通して、仲間づくり
の輪を広げる交流の場でも
あり、ゆっくり楽しい時間を
過ごしています。

地域コーナー
趣味の表装の会
日時／毎月第２・４月曜日
場所／庄内公民館

　ひとりひとりが違う種類（かご・バック・洋服・押し
花など）の手作りをしながらも、皆で支え合い教え合
いながら作品を完
成しています。
　時には、敬老会へ
のプレゼントを作成
して喜んで頂いてい
ます。

指先おしゃべり会
日時／毎週月曜日10時～
場所／喜多里公民館

　旧校舎の公民館で季節に合わせた小物づくり、レク
やゲーム、誕生会など行っています。90代の会員さん
たちも、お茶の間サロンを楽しみにしていて、雪の降る
寒い日も全員出席で元気に活動しました!

直野内山健康サロン
日時／毎月第１・３水曜日
場所／直野内山公民館

　黒岳の麓にある囲碁の神様が祀られている囲碁神
社。その神社の由来となっている「囲碁仙人」の民話
から、サロンの名前をつけました。由布市内で会員さ
んの募集もしています。お気軽に問合せください!

囲碁仙人会
日時／毎週月・金曜日　13時～
場所／会員宅　他

　地域住民の方との親睦を図り健康維持を目的に、
とても明るく元気に活動されております。以前から続
いているグラウンドゴルフを今年度よりお茶の間サロ
ンに登録しました。今回は、桜が満開の中で、楽しん
でいました。

畑グラウンドゴルフ同好会
日時／毎週月・木曜日　13時～
場所／下湯平　畑グラウンド　他

　日中、家にいるなら、集まって話をするだけでも元気
になれると思い地域の方に声をかけ今年度よりお茶
の間サロンに登録しました。初回のサロンでは、昔話
に花が咲き、温かい雰囲気でついつい長居してしまい
ました。プランターに花植えもされていました。

西石松サロン
日時／毎月第１火曜日　10時～
場所／西石松公民館
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令
和
４
年
1
月
1
日
〜
令
和
４
年
3
月
31
日
ま
で
の
受
付
分
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

朴
木

北
方

寄贈：車いす
イオン挾間店・専門店の皆様

税
額
控
除
制
度
は
、寄
附
金
の
う
ち

二
、〇
〇
〇
円
を
超
え
る
部
分
の

40
％
を
所
得
税
か
ら
控
除
で
き
ま
す
。

乙　　丸　　２ 28,500 円

令和３年度
赤い羽根共同募金追加分
湯布院

乙　　丸　　２ 23,000 円

令和３年度
社会福祉協議会会費追加分
湯布院

※2月以降におもちいただいた募金は、
　令和４年度の実績になります。
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乙　　丸　　２ 28,500 円

令和３年度
赤い羽根共同募金追加分
湯布院

乙　　丸　　２ 23,000 円

令和３年度
社会福祉協議会会費追加分
湯布院

※2月以降におもちいただいた募金は、
　令和４年度の実績になります。
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挾　間
高 崎 15,000円 海 老 毛 7,200円 向 原 48,600円 谷 東 部 16,800円
山 口 3,000円 丸 田 13,200円 中 村 21,900円 山 田 5,100円
七 蔵 司 8,100円 東 行 3,900円 柏 野 26,900円 東 ノ 山 6,300円
中 台 3,000円 朴 木 下 8,100円 鬼 瀬 11,100円 中 恵 10,200円
来 鉢 東 部 16,000円 朴 木 上 9,600円 池 ノ 上 7,500円 酒 野 11,400円
来 鉢 中 部 16,800円 医 大 二 26,700円 茅 野 2,700円 上 筒 口 7,800円
来 鉢 西 部 7,200円 医 大 三 40,000円 時 松 7,800円 下 筒 口 9,600円
北 田 代 5,300円 サントピア古野 73,000円 喜 多 里 19,600円 田 ノ 小 野 14,700円
南 田 代 10,500円 下 市 85,000円 サニータウン挾間 22,200円 同 尻 31,800円

詰 11,100円 北 方 55,800円 雇用促進住宅 0円 生 田 原 8,400円
三 船 15,000円 宮 田 8,700円 谷 中 村 9,600円
古 野 138,600円 上 市 73,900円 小 野 5,400円 戸 別 募 金 1,150,650円
古 野 郷 26,400円 鶴 田 71,200円 阿 鉢 9,300円 窓口に寄せられた募金 1,016,880円
赤 野 64,200円 鬼 崎 3,550円 篠 原 15,900円 合 計 2,167,530円

庄　内
畑 田 25,200円 中 武 宮 3,600円 原 中 2,500円 高 津 透 内 10,800円
み ど り 住 宅 13,500円 上 武 宮 8,100円 井 出 下 5,700円 久 保 22,500円
猪 野 竹 の 下 7,500円 蓑 草 24,000円 上 重 4,800円 瀬 口 7,200円
長 野 19,500円 柿 原 一 区 24,900円 直 野 内 山 11,500円 中 尾 6,000円
葛 原 3,000円 柿 原 二 区 27,300円 大龍東部一区 37,000円 宗 寿 寺 3,300円
佐 平 治 6,600円 野 畑 三 区 10,800円 大龍東部二区 24,300円 竹 の 中 8,400円
橋 爪 13,200円 野 畑 四 区 10,000円 大 龍 西 部 18,800円 影 戸 5,100円
甲 斐 田 8,100円 渕 五 区 20,100円 五 ヶ 瀬 27,600円 柚 の 木 10,100円
宇 南 水 足 10,800円 渕 六 区 17,100円 龍 原 21,300円 小 挾 間 7,800円
小 松 台 2,100円 渕 七 区 8,100円 ドリームタウン五ヶ瀬 11,100円
深 谷 7,800円 日 ケ 暮 2,400円 櫟 木 16,700円
雲 取 11,600円 永 十 4,400円 五 福 21,900円 戸 別 募 金 707,600円 
小 原 24,600円 伊 小 野 3,000円 蛇 口 17,100円 街 頭 募 金 0円
東 家 23,400円 高 津 原 5,100円 長 宝 団 地 16,500円 窓口に寄せられた募金 291,660円
平 石 12,600円 栢 の 木 4,800円 な ご み の 里 5,400円 募 金 箱 1,295円
下 武 宮 5,700円 中 村 3,300円 小 野 屋 12,000円 合 計 1,000,555円

湯布院
塚 原 13,100円 新 町 １ 25,800円 中 依 5,600円 湯 平 ２ 8,700円 
津 江 30,000円 新 町 ２ 19,500円 下 依 13,200円 湯 平 ３ 7,800円
岳 本 17,300円 荒 木 22,200円 前 徳 野 6,900円 畑 13,200円
湯 の 坪 36,300円 石 武 23,800円 内 徳 野 3,900円 小 平 6,600円
中 島 12,600円 光 永 8,400円 槐 木 1,500円 幸 野 18,300円
佐 土 原 9,800円 東 石 松 １ 9,300円 畑 倉 3,300円 水 地 5,000円
並 柳 14,400円 東 石 松 ２ 15,000円 奥 江 3,600円
若 杉 7,200円 東 石 松 ３ 13,500円 上 津 々 良 8,100円 戸 別 募 金 520,800円
乙 丸 １ 17,300円 西 石 松 16,700円 下 津 々 良 7,800円 窓口に寄せられた募金 70,129円
乙 丸 ２ 2,700円 山 崎 15,900円 鮎 川 9,900円 募 金 箱 116円
乙 丸 ３ 53,400円 平 3,300円 湯 平 １ 9,900円 合 計 591,045円

令和３年度合計（挾間・庄内・湯布院）3,759,130円
令和３年度繰越 473,457円
合　　計 4,232,587円

　昨年12月に実施いたしました「歳末たすけあい募金」は、由布市共同募金委員会審
査委員会での審査後、次ページのように配分いたしました。
　ご報告いたしますとともに、ご協力いただきました皆様へ厚く御礼申し上げます。

令和3年度「歳末たすけあい募金運動」に
ご協力ありがとうございました

上　　市 乙　丸　２
9,600円 17,100円

令和３年度歳末たすけあい募金追加分

※2月以降におもちいただいた募金は、令和４年度の実績になります。

挾間 湯布院
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由布市庄内グラウンド・ゴルフ協会 様 岡　幸正 様

湯布院町更生保護女性会 様

窓口に募金を寄せてくださった団体・個人　（敬称略）

歳末たすけあい募金運動で

挾　間庄　内
岡 幸 正由布市立東庄内小学校

由布市立西庄内小学校

庄 内 駅 前 郵 便 局

大分県立由布高等学校
大分県立由布支援学校

慶 寿 苑
寿 楽 苑

小 松 寮
寿 永 会 本 部
西 庄 内 保 育 所
由 布 市 役 所
由 布 市 商 工 会
向 陽 学 園
情 和 園
ひ ば り こ ど も 園
木 埋 学 園
あ な み 保 育 園

緑 の 家

庄内厚生館グループホーム
希 望 の 家

久 保 更 生 園

庄内厚生館給食管理室
障がい者相談支援センターこうせいかん

介護保険サービスセンターゆふネット
有料老人ホーム　ゆふ

デイサービスセンター長宝

山 家 学 園 由布市食生活改善推進協議会
挾間支部

由布市役所挾間庁舎職員
手 話 教 室 た ん ぽ ぽ

社 協 職 員

由 布 市 消 防 本 部 職 員
挾 間 健 康 セ ン タ ー

湯布院
22年民児委員 同期会
聖 愛 こ ど も 園

由布市ボランティア連絡協議会
湯布院町更生保護女性会

匿 名

独立行政法人 地域医療機能推進機構
（ J C H O ）湯 布 院 病 院

社 協 職 員

庄内厚生館法人事務局
庄 内 手 話 ク ラ ブ
由布市災害ボランティア バイク隊
庄内町民生児童委員協議会
由布市庄内グラウンド・ゴルフ協会
匿 名
社 協 職 員

募金の配布先
配布対象区分 全　　体

75歳以上の独居高齢者
在 宅 寝 たきり者
母 子・父 子 世 帯
被 災 世 帯
ま ご こ ろ 弁 当
諸 経 費
次 年 度 へ 繰 越
　 合 計 　

金　額数

福祉活動を自己資金のみで行うことが難しい自治会や由布市内に
所在する団体など

募集期間 令和4年4月28日（木）～
令和4年5月27日（金）

助成金額 5万円以内

助成決定

問合せ先

審査委員会で助成の可否
を決定いたします。

● 世代間交流(昔あそび、おやつの伝承など)を行い、
　 高齢者に教えてもらう
● 地域で防災訓練を行う
● 防災パトロール、児童の登下校の見守りの資材購入

由布市共同募金委員会事務局
（由布市社会福祉協議会内）
　　　　　　担当：曽根崎

令和４年度
赤い羽根共同募金の
助成事業を公募します。

例えば

応
募
の
対
象

880 2,640,000円
21 63,000円
146 438,000円
0 0円

843 594,315円

2,791

13,815円
473,457円
3,749,130円
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貢献地 域 事 業 コーナー

子どものふるさと愛着事業
　令和４年３月３日、由布市社会福祉法人施設経営者協議会は、毎年実施しています
由布高校郷土芸能部へ支援金の寄付と挾間中学校、庄内中学校、湯布院中学校を卒
業する280名の生徒に「ゆふ湯歩WAONカード」に心ばかりの金額をチャージして贈
呈しました。この「ゆふ湯歩WAONカード」は使用した売り上げ金額の0.5％が由布
市へ寄付される仕組みになっています。市外に出てもどこかで由布市に貢献してい
る、つながっていると卒業生に感じていただければ幸いです。

ゆふ支え愛こども食堂からのお知らせ

由布高等学校（校長先生） 挾間中学校（校長先生）

庄内中学校（校長先生、生徒代表） 湯布院中学校（３年生主任、校長先生）

由布市社会福祉法人施設経営者協議会による「地域貢献事業」

県内の新型コロナウィルス感染症の状況により「ゆふ支え愛こども食堂」は
休止しています。開催する予定がたちましたら、由布市社会福祉法人施設
経営者協議会のホームページ等でお知らせします。

10

由布市地域包括支援センター

TEL097-582-0106 FAX097-582-0108

開所時間
月～金曜日

（祝日を除く）
 8：30～17：00

由布市庄内町庄内原321番地4
（由布市ほのぼの工芸館）

地域包括支援センターとは？
　市町村や介護・医療・福祉の関係機関などと協力して、地域の皆さんが住み慣
れた地域で安心して生活を続けることができるように支える機関です。
　介護保険法に位置づけられており、設置主体は市町村ですが、由布市では社会
福祉協議会が委託を受けて運営しています。主任ケアマネジャー・保健師・社会
福祉士等が在籍し、それぞれの専門性を活かしながら連携・協働し、“チームア
プローチ体制”で対応しています。
　また、認知症初期集中支援チーム員や認知症地域支援推進員の業務にも取り組
んでいます。

“困ったなぁ…”を一緒に考えます
●介護保険を利用したい
●どんなサービスがあるの？

●お金の管理や契約が不安に
　なってきた

●物忘れが多くなってきて不安
●最近近所の人の様子が気になる

身近な相談窓口としてご活用ください！！

こんにちは！
地域包括支援センターです！

センター長から一言
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『ゆふ社協だより』は本文の約8割にユニバーサルデザインフォントを使用しています。

information お知らせ

編集後記

新谷　真澄
地域支援課

佐藤　誠一郎
事務局長
兼　総務課長

曽根崎　愛
地域支援課

藤田　翔子
介護保険サービス事業課

通所介護

株式
会社角田建設
建設業・不動産業・一級建築士事務所・
創作家具工房モックラック

〒879-5421 大分県由布市庄内町柿原270番地
TEL 097-582-0367
FAX 097-582-3381

８月７日（日）

城島高原パーク

母子・父子世帯の親子
　　　　　　（高校生まで）

無料

各社協事務所及び
地区の民生委員児童委員

地域支援課
TEL：097－582－2756

日　時

行き先

対象者

参加費

申込先

問合先

親子ふれあいツアー

　咲き誇っていた桜も早いもので葉桜の時期となりま
した。コロナ禍で、落ち着かない日々が続いております
が気分転換も必要です。ぽかぽかとした春の日差しを
浴びに、散歩してみてはどうでしょうか。私は、コレステ
ロール値を下げるために歩いてみようと思っておりま
す（笑）  皆様も健やかな日々をお過ごしください。
　今年度も、皆様の地域におじゃまして活動の場の紹介
を掲載していきますのでよろしくお願いいたします。（溝）

発 行 社会福祉法人 由布市社会福祉協議会

挾間事務所

湯布院事務所

本 所
庄内事務所

〒879-5502  由布市挾間町向原128番地1
　　　　　　　 由布市役所挾間庁舎3階
TEL 097－583－4344　FAX 097－583－1041

〒879-5434  由布市庄内町庄内原365番地1
TEL 097－582－2756　FAX 097－582－2878

〒879-5102  由布市湯布院町川上2863番地
TEL 0977－84－3610　FAX 0977－85－4921

有限会社 久大石油
医大通りSS

大分県由布市挾間町挾間351-2
TEL097-583-1616

ENEOS㈱販売店　　  ㈱九州エナジーグループ

　社会福祉協議会の福祉事業は、皆様方よりお寄せいただ
いた会費、寄付金などを財源として行われております。
　誰もが安心して暮らせる地域であるように、本年度も社
会福祉協議会の事業をご理解いただき、ぜひ会員としてご加
入いただきますようお願い申し上げます。

令和４年度　社協会員加入のお願い

問合せ先：地域支援課（担当　曽根崎）

新 入 職 員 紹 介令和４年度

■ 一般会員　１口　　 500円以上

■ 特別会員　１口　3,000円以上

新事務局長紹介


